























































































































































































































































































































ター3 人と、各集落の代表的な農家 11 人の合計
14 人である。 オペレーターは 4 人で、理事を兼





















































































































































































































































































































作放棄地面積は 42. 3 万haと、30 年前の 1985 年の


































8） 2017 年 2 月の「A地区営農組織」の代表者らへの
聞き取りより。
9） 8）に同じ。
10） 8）に同じ。
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